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渡辺氏

日本の「漢方」はシンプルで実践的日本の「漢方」はシンプルで実践的
伝統医学に国際的な関心

（平成４年９月２日第３種郵便物認可）	 第1423号

　漢方を含む東アジアの伝統医学に
ついては、世界保健機関（ＷＨＯ）
も高い関心を寄せている。ＷＨＯ
は伝統医学に関する2004 ～ 10年の
メーンテーマとして「エビデンス・
ベースド・アプローチによる標準化」
を掲げている。
　以来、伝統医学の国際標準化の気
運が高まり、ＷＨＯ西太平洋地域事
務局（WHO/WPRO）は関係９カ
国を集め、05年10月までに３度の国
際会議を開催。国際標準化の第一歩
として、ＴＣＭを起源に持つ日本、
中国、韓国の伝統医学について国際
標準用語集を編さんした。
　この「ＷＨＯ西太平洋地域伝統
医学国際標準用語集（ＩＳＴ）」は
昨年８月に製本化されると同時に
Web上 でも公開された。WHO/
WPRO伝統医学地域アドバイザー
の崔昇勳氏は、昨年末に行われた日
本での出版記念式典に出席し、「（先
行した）鍼灸の経穴ポイントの標準
化に続いて、ＩＳＴがまとまったこ
とで、国際標準化に向けた共通基盤
ができた」と評価した。
　さらに、「伝統医学の質や安全性、
信頼性、効果、互換性のレベルが高
まり、経済効果も期待できる」と指
摘した。一連の標準化は伝統医学に
関する多国間の議論の活性化にもつ
ながると期待感を示した。

欧米からの留学生
慶大漢方講座では15名

　明治以降の日本の医学教育は西洋
医学が中心で、漢方医学教育はほと
んど行われてこなかった。しかし、
一変して02年度からは、医学教育モ
デル・コアカリキュラムが実践され
ており、その中の到達目標として「和
漢薬を概説できる」ことが盛り込ま
れている。07年９月現在、漢方医学
教育は大学医学部（医科大学）の全
80大学で８コマ以上の講義が行われ

ており、うち56大学では必修科目と
なっている（ツムラ調査）。
　一方、欧米では「患者中心の医療」
が求められるようになり、東洋の伝
統医学に関心を持つ医師や医学生が
増えつつある。
　慶応大漢方医学講座の渡
辺賢治准教授は「ＷＨＯや
国際標準化機構（ＩＳＯ）
の会議で伝統医学が取り上
げられるようになり、国際
的な潮流として伝統医学へ
の関心が高まっている」と
いう。その理由については、
「西洋医学で解決できない
疾病を、東洋医学の長年の伝統や英
知を頼りながら解決しようという表
れと考えられる」と指摘する。
　同大漢方医学講座では04年度か
ら、海外からのレジデントや医学生
の受け入れてきた。その内訳は医学
生７人、レジデント２人、医学部志
望インターン生２人、医師２人、リ
サーチナース１人、研究者１人と、
すでに15人を受け入れてきた。
　出身国は、医学生では米国が３人
で最多、デンマークが１人、オース
トラリアが１人、オーストリアが１
人、ドイツが１人で、レジデントの
２人は米国からの留学で、欧米から
の関心が高いことが分かる。さらに、
同大には漢方国際フェローシッププ
ログラムがあり、日本滞在中の活動
を支援。米国の医師が対象で、1年
間の奨学金を出している。これまで
に２人の受け入れ実績がある。
　渡辺准教授は、「漢方研究者とし
ての国際的な活動も行いやすくなっ
た」と実感している。同講座では文
部科学研究費や厚生労働科学研究費
以外にも、米ＮＩＨの研究助成を受
けたり、ランダム化比較試験（ＲＣ
Ｔ）などの国際共同研究にも参加し
てきた。
　一方、中国は国策としてＴＣＭの
研究や国際化を支援し、プロモー

ション活動を進めている。TCMの
担い手は世界中に存在し、漢方医を
数で圧倒している。英国には中国式
鍼灸師が１万人いるが、漢方を扱う
医師は北里研究所で８年間漢方医学
を修めたＧ・ソリアーノ医師が育て

た25人程度だという。英
国ばかりでなく、米国や
ドイツ、オーストラリア
などかつて漢方がブーム
になった国でもＴＣＭの
医師（中医師）が圧倒的
多数を占めている状況だ。
　ただ、「科学的な裏付け
や品質などを考えると、

日本の漢方は東洋医学研究のモデ
ルとなる可能性がある。日本の漢方
の認知度を高める必要がある」と渡
辺准教授はいう。漢方はＴＣＭに比
べて、理論体系がシンプルでシステ
ムズバイオロジーと結びつきやす
く、臨床上も実際的であることが特
長だ。
　同講座に在籍していた米国籍のヤ
ナ・ゲプシュタイン氏（ナースプラ
クティショナー）は「漢方は西洋医
学で解決できなかった臨床問題の扱
いを助けることができる。それは人
体、健康、治療について漢方独自の
見通しを立てることができるためだ
ろう。西洋医学の臨床家からみて、
漢方の論理は他の東洋医学に比べて
近づきやすい」と話す。
　国際化が進む一方で、漢方にもエ
ビデンスが求められている。ＲＣＴ
をはじめ臨床研究が実施されている
が、エビデンスレベルが高い研究手
法で漢方の有用性が証明されたこと
はほとんどない。
　渡辺准教授は「漢方の臨床研究に
は、患者の個別性や証（しょう、漢
方独自のみたてのこと）の普遍性を
検証する新しい研究デザインが必要
だ」と話す。さらなる国際化が進も
うとする中、研究面の底上げと国の
支援が欠かせない。

欧米諸国から研修生受け入れも

伝統医学に国際的な関心
　日本の伝統医学「漢方」に国際的な関心が高まっている。米国立衛生
研究所（ＮＩＨ）は日本の大学にも研究助成してエビデンスを明らかに
しようとしており、ＥＵ諸国でも漢方医師が少ないながらも積極的な活
動をしている。東アジアの伝統医学では、その起源となっている中国医
学（Traditional Chinese Medicine:ＴＣＭ）の国際的な台頭が目立つ
が、日本の漢方はＴＣＭに比べて医学論理がシンプルで実際的であるこ
となどから分かりやすい伝統医学体系として関心を集めており、欧米か
ら漢方を学ぶために来日する学生も少なくない。
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　大阪大産婦人科教授の木村正氏は
ここ数年、医師不足の中で医師供給
のコーディネーター役を最大限務めて
きた大阪大産婦人科の実情を訴える。

2

5

6

7

8

9


